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７

月

15

日

以

降

交

流
の
里
き
ず
な
（
旧
若

菜
中
央
小
学
校
）
前
の 

 

グ
ラ
ン
ド
に
工
事
重
機

が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

現
在
、
立
地
予
定
地

は
整
地
さ
れ
た
状
態
で

今
後
本
格
基
礎
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
ち
な
ど
の
工

事
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

 

請
負
工
事
表
札
が
か

か
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

安
全
な
作
業
工
程
表
な  

ど
が
日
ご
と
に
示
さ
れ
、

建
設
が
進
め
ら
れ
る
よ

う
で
す
。 

  

 

着
工
か
ら
３
ヶ
月
が

過
ぎ
よ
う
と
す
る
現
在
、

ま
だ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打

ち
は
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
日
大
き
な

重
機
が
２
機
稼
働
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
多
く

の
方
々
が
地
盤
整
地
に

忙
し
く
か
か
わ
っ
て
い

ま
し
た
。 

                      

10
月
23
日(

土)

〜

11

月
３
日
ま
で
夕
張
市
民

文
化
祭
が
拠
点
複
合
施

設
り
す
た
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

主
催
は
夕
張
市
教
育

委
員
会
担
当
：
社
会
教

育
係
で
、
出
品
作
品
は

５
０
０
点
に
及
ぶ
展
示

で
し
た
。 

                      

作
品
分
野
は
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
キ
ル
ト
、
陶
芸
、

化
石
、
手
芸
、
押
花
、

木
工
、
切
り
絵
、
絹
彩

画
、
書
、
イ
ラ
ス
ト
、

布
・
糸
、
絵
、
デ
ザ
イ

ン
、
立
体
・
合
作
、
版

画
、
平
面
・
合
作
、
様
々
、

花
、
ハ
ー
バ
リ
ゥ
ム
な

ど
、
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
な

ど
に
出
品
者
４
０
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

こ

の

間

初

日

に

は

「
お
抹
茶
を
振
る
舞
い

ま
す
」
コ
ー
ナ
ー
や
第

３
回
り
す
た
市
民
学
習

講
座
「
地
域
の
魅
力
を

伝
え
る
本
づ
く
り
」
、
ヨ

ガ
の
教
え
か
ら
学
ぶ
！

講
座
「
幸
せ
に
生
き
る

方
法
論
」
、
第
４
回
り
す

た
市
民
学
習
講
座
「
ガ

ブ
リ
の
お
店
が
で
き
る

ま
で
」
な
ど
が
企
画
さ

れ
、
参
加
が
市
民
に
呼

び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

以
下
可
能
な
限
り
作

品
群
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

パッチワークキルト  

  書  
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石
炭
博
物
館
摸
擬
坑
の
火
災 

 
 

 

（
番
外
編
③
） 

採
炭
方
法
と
通
気
① 

採
炭
の
方
法
に
も
多
く
の
変
化
が
あ
り
ま 

し
た
。 

初
期
の
採
炭
方
法
は
「
タ
ヌ
キ
掘
り
」
と
言 

で
、
「
つ
る
は
し
」
で
石
炭
を
掘
り
だ
し
、

そ
れ
を
「
カ
ッ
チ
ャ
」
と
呼
ば
れ
た
鍬
の
よ
う
な
道
具
で
掻
き
出
し
て

い
ま
し
た
。 

当
然
通
気
は
悪
く
、
半
裸
状
態
で
働
き
危
険
で
能
率
も
上
が
り
ま
せ

ん
。
昔
は
夫
婦
一
組
で
働
い
て
い
た
よ
う
で
す
。
坑
道
の
大
き
さ
も
、

せ
い
ぜ
い
つ
る
は
し
を
振
り
下
ろ
す
ぐ
ら
い
の
炭
丈
で
し
ょ
う
。
這
っ

て
歩
く
状
況
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。 

夕
張
の
一
番
坑
（
後
に
千
歳
坑
と
改
称
）
は
炭
層
を
水
平
沿
層
掘
り

で
採
炭
し
ま
し
た
。
支
柱
は
残
柱
方
式
で
採
炭
し
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
坑
道
が
伸
び
奥
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
通
気
が
悪
く
、
ガ
ス

払
い
も
未
熟
で
不
完
全
な
も
の
で
し
た
。
＊ 

一
八
九
〇
年
（
明
治
23
）
夕
張
に
炭
鉱
が
開
か
れ
、
早
く
も
一
八
九

二
年
（
明
治
25
）
に
は
ガ
ス
爆
発
を
起
こ
し
、
死
者
18
名
を
出
す
最
初

の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

通
気
の
確
保 

炭
鉱
の
作
業
で
大
切
な
こ
と
は
、
通
気
を
確
保
す
る
こ
と
で
し
た
。 

当
初
の
坑
内
の
状
況
は
、
主
に
水
平
坑
道
で
地
表
か
ら
も
浅
か
っ
た

の
で
、
地
表
か
ら
風
井
を
掘
っ
て
通
気
を
調
整
す
る
自
然
通
風
が
主
で

し
た
。 

そ
の
後
、
坑
道
の
規
模
も
大
き
く
深
部
に
な
る
に
つ
れ
、
通
気
も
間

に
合
わ
ず
、
機
械
に
よ
る
強
制
通
気
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

一
八
九
三
年
（
明
治
26
）
秋
に
は
、
初
め
て
一
番
坑
に
風
道
坑
が
掘

ら
れ
扇
風
機
に
よ
る
送
風
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
丁
未
の
奥
に
風
道
坑

の
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
） 

 

＊
当
時
は
、
ガ
ス
の
有
無
の
検
知
に
鳥
の
カ
ナ
リ
ア
を
利
用
し
た
、
と
言
は
れ

ま
す
。 くずさんの 

夕張歴史散歩(168) 

紙
智
子
「 

国
会
か
け
あ
る
記
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

参
議
院
議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

紙 

智 

子 

 
 

立
ち
上
が
る
沿
岸
漁
業
者 

総
選
挙
で
の
み
な
さ
ん
の
ご
奮
闘
に
心
か
ら
感
謝
い
た

し
ま
す
。
北
海
道
の
比
例
議
席
奪
還
を
果
た
せ
な
か
っ
た

悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
党
内
外
の
方
々
の
意
見
を
聞
き
、
８

ヶ
月
後
の
参
議
院
選
挙
に
向
け
頑
張
り
ま
す
。 

 

沿
岸
漁
業
者
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。
２
０
１
８
年
に

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
漁
獲
規
制
、

漁
業
法
改
悪
を
き
っ
か
け
に
全
国
漁
民
連
が
立
ち
上
が

り
、
全
国
で
約
１
万
人
を
要
す
る
組
織
に
発
展
し
ま
し

た
。
２
年
前
の
参
議
院
選
挙
に
続
き
、
今
回
も
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
生
か
し
た
奮
闘
が
続
き
ま
し
た
。 

 

あ
る
県
漁
連
の
会
議
に
出
席
し
た
Ｓ
さ
ん
は
、
漁
協
系

統
が
自
民
党
候
補
者
を
推
薦
す
る
と
い
う
の
で
、
「
こ
の

４
年
間
、
自
民
党
は
沿
岸
漁
民
に
と
っ
て
不
利
益
と
な
る

漁
業
法
の
改
悪
を
行
っ
た
。
そ
ん
な
自
民
党
を
推
薦
し
て

は
浜
の
漁
民
に
説
明
で
き
な
い
。
何
の
た
め
に
推
薦
す
る

の
か
示
さ
な
い
と
無
条
件
で
自
民
党
を
支
援
す
る
こ
と

に
な
る
。
よ
っ
て
①
新
漁
業
法
（
改
悪
）
を
前
漁
業
法
に

戻
す
こ
と
、
②
放
射
能
汚
染
水
の
放
出
を
行
わ
な
い
こ

と
、
③
沿
岸
魚
業
者
に
新
資
源
管
理
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
を
押
し

つ
け
な
い
こ
と
の
三
点
を
明
記
す
べ
き
だ
」
と
発
言
、
追

記
を
条
件
に
了
承
を
求
め
た
と
こ
ろ
理
事
全
員
が
同
意

し
た
そ
う
で
す
。
こ
の
話
が
各
地
の
漁
民
連
の
会
員
に
伝

わ
り
反
響
が
広
が
り
ま
し
た
。 

 

北
海
道
の
会
員
は
、
日
本
共
産
党
の
漁
業
ビ
ラ
を
受
け

取
り
「
こ
ん
な
に
詳
細
な
沿
岸
漁
民
の
政
策
を
書
い
て
く

れ
た
政
党
の
チ
ラ
シ
は
な
い
。
漁
民
の
会
議
が
あ
る
の
で

配
布
す
る
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
沿
岸
漁
業
者
の
中
で
の

変
化
を
感
じ
ま
す
。
切
実
な
要
求
に
根
ざ
し
政
治
を
変
え

る
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。 

   

。 
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